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てんかんの治療にはいくつかの方法がありますが、抗てんかん薬を毎日飲み続けて発作

が起きないようにする薬物療法が中心です。 

てんかんの治療で大切なのは、まず、そのてん

かんがどの様な発作型にはいるのかをみきわめる

ことです。なぜならば、発作型によって、効く薬が

異なるからです。 

てんかんの発作は、回数が多い場合を除くと、

医師が患者さんを診察している時に眼にすること

は少なく、ほとんどは患者さんやご家族の方から

様子を聞いて治療を行っています。ですから、み

なさんからの情報は、抗てんかん薬を処方する医

師には最も貴重な情報なのです。発作の様子を

見たままにお知らせください。  

～メモをとっておくことをおすすめします。～ 

 

 

 

発作型を決めたら、薬物療法がはじまりま

す。どの抗てんかん薬でも、薬を開始した時

の１番の副作用は「ねむけ」です。「ねむけ」を

生じないように、薬は少しの量から徐々に増

やしていきます。薬によっては、アレルギー症

状や、吐き気がみられることがありますが、ど

のような時も必ず薬を処方した医師に報告し

てください。 
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てんかんの薬物療法について 

てんかん発作の記録  

 

抗てんかん薬  
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 てんかんの薬物療法の原

則は、少しずつ薬を増減する

ということです。薬を始めると

きも、加えるときも、減らすと

きもです。抗てんかん薬の使

い方は「こつ」がいり、危険を

伴いますので、みなさんの判

断で薬を調整することは絶対

にいけません。特に普段飲み

続けている薬を急にやめたときは、「てんかん重積状態」という「発作が止まらなくなる状

態」になってしまうことがあり、これを止めることが非常に難しいので、薬を飲み忘れるこ

とは絶対にしないようにしてください。これが、第１の注意点です。 

 

てんかんの薬物療法の原則第２は、できるだけ少ない種類・量の薬を使うということです。

１種類の薬を少ない量から使っていき、発作がコントロールできなければ２番目の薬を加えま

す。最初の薬が効いていないようであれば、少しずつ減らしていきます。 

抗てんかん薬は、とても強い薬です。当然、体に副作用のあらわれることもあります。「ねむ

け」、肝機能障害、ふらつきなど様々です。肝機能障害などは、体に症状がでる前に血液検

査で発見できますので、定期的に病院で検査を受けてください。また、ほとんどの薬は血中濃

度を調べることで、適当な量を飲んでいるかどうかがわかりますので、定期的な検査をおすす

めします。 

～かかりつけの医師としっかり情報を交換して、 

少しでも良い治療を受けて下さい。～ 

てんかんの薬物療法の原則  


